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「要旨J
中国の西暦2025年の食糧需給バランスを地図によって提示することを目的として、 ( 1 ) 20km 
グリッドの枠組みでのデータ整備、 ( 2 ) 1990年代の食糧需給バランスの検討、 ( 3 ) 2025年の
食糧需給バランスの予測、 ( 4 ) 2025年における食糧需給バランスマップの作成 という手順で
作業を行った。その結果、将来の食糧需給は、華北と華中・華南の問、および華北と東北部の差
が顕著であり、これら地域間の食糧移動が予測されることが明らかになった。
「キ｝ワ｝ドJ中園、 FoodBalance、20kmグリッド、穀物、回婦分析
1 . はじめに
平成 13年 10月に中間の WTO加盟が承認されたが、近年、中国の食糧需給状況についての関
心は世界的に大変高まっていると言えよう。幸い、 1998年以後は天候に恵まれたこともあり、中
国国内の主要食糧作物の生産は順調で、厳しい農業管理政策も相まって、従来の穀物生産から多
様な商品作物生産へのシフトは見られつつも、世界市場の混乱につながる兆しは見られない。
しかしながら広い面積を持つ中国国内において、食糧作物の生産状況には大きな地域差があり、
食糧輸送や流通システムの整備が追いつかない現状では、全体として食糧生産が順調に推移して
も、場所によっては過不足が生じる懸念は十分にある。本研究は 2025年における食糧需給バラン
スマップ作成を最終目的に設定し、中国園内における食糧需給状況の地域差を検討した。
2. 20k mグリッド（メッシュ）の枠組み
全体の構成は Fig.-1に示されている。
最初に、この研究全体で用いる LU/GEC20kmグリッドの枠組みに従い、中国全体の地形や気候な
どの自然条件および土地利用についての基本的なデータが整備された。グリッドの枠組みは以下
の通りである。
LU/GEC20kmグリッドデータの凶作成においては、先に作成した土地利用データとの整合性か
ら、図幅を lつの単位として考慮している。図幅一面におけるグリッド IDの順番は以下の図に示
すように各図幅の左下（南西角）から上（北）へ向かつて値が 1ずつ増加し、図幅の上限（北限）
に達した場合、右側の列（東側lの列）のグリッドの下限（南限）へ戻り、再度、上（北）へ向か
いながら値を 1ずつ増加させる。したがって 1つの図幅に 576 (24×24）の IDを含む。
各図幅の並びは最も南に位置する図幅から始め、同緯度帯の図幅の場合は、西から東の順序で ID
作成を進めた。図副の総数は 64であるため LU/GEC20kmグリッドの総数は 36864 (576×64）と
なり、 20kmグリッドの IDは 0から 36863を使用した。
Food P開蜘ctio悶
GIS for Environmen朗I
Condi誼ODS
20k醐 MapSe飽ofL棚 d
U関＆Socio舵ono鵬ic
Condi首.on
Distribution of the 
Produc姐onof3 
Main Crops 
Balance of Food Supply 
and Consumption in 
China 
?
???? ?
Dis廿i加陶，nor曲e
Co脳醐p説。，nof3
Ma踊Crops Food Balance Feed 
Co醐醐p伽m
Food Co回温踊p絹OD
Fig. -1 1 9 9 0年代の食糧需給バランスの検討
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Fig. - 2 グリッド（メッシュ） IDの作成
3 . 1990年代の食犠需給パランス
次に、カウンティー（郡）データしか存在しない中国において、 20k mグリッドの枠組みで食糧
生産量、消費量を提示するために人口分布の推計を行った。具体的には、カワンティスケールで
の人口資料と、アメリカ合衆国国防省の軍事衛星である DMSP (Defensive Meteorological 
Satellite Program) /OLSによって得られた夜間地上光の分布画像が利用された。結果として、
1990年の中国全体の人口（密度）分布面は Fig.-3のように明らかにされた。
このグリッドの枠組みに従って、中国の 3つの主要穀物である小麦、米、トウモロコシ およ
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Fig.-3 1990年の中国人口（密度）分布面
びこれらを含む食糧作物全体の 1995年における生産量の分布、および消費量の分布が明らかに
された（Fig.-4）。ここで、消費量については家畜によって飼料作物として消費される量を考慮
した。食糧作物全体の食糧需給バランスは Fig.-5のようにまとめられた。
1995年は、その後の食糧作物の余剰と生産調整という状況に陥る以前の、中国の食糧生産がも
っとも発展した時期である。 Fig.-4、Fig.一5に示されているのは、中国が過去に経験したもっと
も盛んな食糧生産、および消費の状況を示したものといえよう。
4. 2025年の食糧需給バランスの予測
全体の構成は Fig.唱に示されている。上段は主に自然条件のデータに基づいて潜在的に生産可
能な農地の分布を求めるプロセスであり、下段は将来の人口分布推計に基づいて、穀物消費量の
将来予測を行うプロセスである。
自然条件の中では、平均気温、降水量、傾斜度、他の土地利用との競合が考慮され、穀物生産
が理論的に可能な場所、さらに潜在的に畑地、水田になり得る場所の分布がグリッドを単位とし
て明らかにされた（Fig.ー 7）。
( 1 ) 食糧生産量の予測
主要 3穀物生産量の将来予測には、生産量に影響を及ぼすと考えられる 6つの要因と 3つの穀
物について、省を単位とした回帰分析が適用され、自然条件の制約などを加味した上で生産量の
推計が行われた。
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最初に、 1985年～1998年の14年間について、省単位の穀物生産量データと、これらに影響を及
ぼすと考えられる 6つの変数の変化を中国統計年鑑から抽出した。次に各省、各穀物（小麦、
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Fig.-4 穀物生産量と消費量（ 1 9 9 5年）
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6変数の依を独立変数とするステップワイズ法にごとに生産量を従属変数、トウモロコシ）米、
そして生産量に影響を及ぼすと考えられる複数の独立変数からなる回
ここで抽出された変数の省局Jjの分布はFig.-8に示すようになった。
よる護団帰分析を行った。
帰モデルを完成した。
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Fig.-8 
そして、この回婦モデルに含まれる変数について、 14年間の変化を外挿することによって2025
年の推計値を求めた。なおここで、有意な回帰モデルの作成ができなかった省や穀物については、
14年間の平均値を2025年の値として利用している。有意な回帰モデノレが作成できないと言うこと
は、ここで分析に利用した 6つの独立変数と該当する穀物生産量との関係が、該当する省におい
て希薄であったことを意味しているが、そのような所は全体として多くはなく、特に生産量の14.
年間の変動が大きく、一定の増加、減少の傾向を示さない場合に見られた。このような省、穀物
については、将来にわたっても一定の増減の傾向を赤さないと考えることが妥当であり、 14年間
の平均値を導入することは適切であると考える。
次に、この2025年の値に、尾藤が作成した各独立変数の増減シナリオ（Table『 1）を加味し、生
産量予測値を算出した。ここで増減シナリオと実際にとり得る値とを検討した結果、シナリオの
十 1は2025年の予測値に 1%増加を見込むことにした。結果として、増減シナリオは－ 3から＋
3までの値をとるので、予測値は増加、減少共に 3%以内の増減を与えることになる。こうして
求められた最終予測値は、さらに自然条件による制約を考慮、して耕作可能地の分布、生産最の理
論的上限値と比較し、最終的な生産量予測値とされた。
ここで、利用したデ｝タや、手法などは以ドの通りである。
手法：
資料出典：
年次：
従属変数：
回帰分析はSPSSを利用、投入F値0.05 除去F値 0. 10 
中国統計年鑑
1985～1998までの最近14年間
各種食糧作物の生産量
独立変数： 化学肥料使用量
農村労働力
機械労働力
なお、自然条件の制約としては、
t 
p~rson 
k曹
濃甑面積
農村用電力量
被害面積
上限生産量 = 官射、温’度と水分条件によって決定される穀物生産性
ha 
kW/h 
ha 
× LUGEC20kmグリッドの耕地面積
をそのグリッドの上限生産量とした。しかしながら生産量予測値の中でこの自然条件の制約に
よる上限生産量に述するものはみられなかうた。ここで、耕地面積は 1996年の実面積として変化
しないものと仮定した。最終的な各穀物の生産量の予測は、 Fig.-9に示されている。
( 2,) 食糧消費量の予測
食糧消費量の予測には 2つのシナりオが作成された。 1つは、中国の食糧消費動向が今後日本
の現状に向かつて推移していくというシナリオであり、具体的には穀物消費量の減少、内消費量
（家畜を通じた飼料作物消費を考慮する）のわずかな増加を仮定する（China-JapanScenario）。
もう一つのシナリオは、今後アメヲカ合衆国の現状に向かつて推移していくというシナリオで、
具体的には、穀物消費量の減少、肉消費量の飛躍的増加を仮定する（Ch.ina-USAScenario）。
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1 9 9 0年から 20 2 5年までの穀物生産量変化
この 2つのシナリオに基づいて小麦とトウモロ立、ンの消費量予測を行った結果が
Fig.ー 10である。飼料作物として消費量が大きいトウモロロシの方が小麦と比較して大き
な違いが現れていることがわかる口
5. 2025年の食糧需給パランスマップ
これまでに求めてきた食糧生産量と食糧消費量の予測値を20k mグリッドを単位として重ね
合わせ、疋ド．産量一消費量を計算することによって各グリッドにおける食糧需給バランスが予測で
きる。これを地図化したものがFig.-11である。
概括的に述べるならば、中国一日本シナリオと中国一むSAシナリオの関に大きな違いは見られ
ないα 小麦は華北おいて余剰、華中、華南において大幅な不足となっている。余剰となる地区は
沿岸部よりも内陸部に多く、また東北部の都市周辺にも散在している。わずかながら西部の新曜、
チベットには余剰の部分が点在するが、人口が希薄な地区であり、国内の流通システムに乗せる
にはあ主りにも遠隔地である。
米は小麦と対照的な分布を示し、華北において不足、華中、華南において余剰となっているが、
華南においては特に沿岸部に位置する大都市を中心に不足の地置が明瞭であ石。京た東北部にお
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いても平野部を中心に余剰の地区が南北に連続するが、同様に都市部を中心に不足の地区
も点在している。西部の新彊には、都市部を中心に不足の地区が点在する口
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Fig. -11 2 0 2 5停の食糧需給パランスマップ
トウモロコシは不足の地区が見られず、特に華北から東北部にかけて大幅な余剰とな
っている。内陸盆地においても余剰な地区が多い。
全体として食糧は華北から華南および東北部へ、また米は華中から華北および華南の
大都市への運送が必要になろうロ今までの搭捕にあるようないわゆる単純な南北関の食
糧問題に、近年食糧基地としての伸びがめさましい東北部を含めたあらたな園内流通シ
ステムの構築が急務といえるかもしれない。
なお、本研究を遂行するに当たり、千葉大学環境リモートセンシング研究センター共
同利用研究（ 13-2 5）を利用した。
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